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令和６年(2024年)１月４日  №615 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 決 件 数 
 

 

 
 
 

議決結果及び会派等の賛否一覧 

◆市長提出議案
※○は賛成、×は反対。

○ ○議案第114号
加古川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例を定めること

可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第113号 加古川市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ×
○1
×2

議案第112号
加古川市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例を定めるこ
と

可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第111号 加古川市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○
○1
×2

議案第110号 加古川市市民センター設置条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第109号 義務教育学校の設置に伴う関係条例の整備に関する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○
○1
×2

議案第108号 加古川市脱炭素社会推進基金条例を定めること 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第107号 令和５年度加古川市下水道事業会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第106号 令和５年度加古川市水道事業会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第105号 令和５年度加古川市学校給食費管理事業特別会計補正予算（第３回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第104号 令和５年度加古川市公園墓地造成事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第103号 令和５年度加古川市介護保険事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第102号 令和５年度加古川市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○

○
○1
×2

議案第101号 令和５年度加古川市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号 令和５年度加古川市一般会計補正予算（第４回） 可決 ○ ○ ○

番　　号 件　　　　　名 結果 創 公 市 維 無

 

区  分 予 算 条 例 単 行 契 約 意見書 合 計 請 願 

市長提出議案 ９ 17 13 ２  41 
０ 

議員提出議案      ０ 

 

令和５年第５回市議会（定例会）が開催されました 

 
 第５回市議会（定例会）は、11月30日から12月18日までの19日間の日程で行われました。 

 会期中、令和５年度一般会計補正予算など市長提出議案41件について審議され、いずれも

原案のとおり可決されました。 

一般質問は、12月１日及び12月４日に14人の議員によって行われました。 
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○ ○

議案第140号 市庁舎北館改修工事請負変更契約締結のこと 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第139号 令和５年度加古川市一般会計補正予算（第５回） 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第138号 両荘地区義務教育学校新築外工事請負変更契約締結のこと 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第137号 指定管理者の指定のこと（加古川市立尾上公民館） 可決 ○ ○ ○

○
○1
×2

議案第136号 指定管理者の指定のこと（加古川市立別府公民館） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第135号 指定管理者の指定のこと（加古川ウェルネスパーク　ほか１件） 可決 ○ ○ ○

○
○1
×2

議案第134号 指定管理者の指定のこと（加古川市立松風ギャラリー） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第133号 指定管理者の指定のこと（加古川総合文化センター） 可決 ○ ○ ○

○
○1
×2

議案第132号 指定管理者の指定のこと（加古川市民会館） 可決 ○ ○ ○ ○
○1
×2

議案第131号 指定管理者の指定のこと（加古川市立漕艇センター） 可決 ○ ○ ○

○
○1
×2

議案第130号 指定管理者の指定のこと（加古川スポーツ交流館　ほか１件） 可決 ○ ○ ○ ○
○1
×2

議案第129号 指定管理者の指定のこと（加古川市立日岡山体育館　ほか６件） 可決 ○ ○ ○

○
○1
×2

議案第128号 指定管理者の指定のこと（加古川市立志方体育館　ほか１件） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第127号 指定管理者の指定のこと（加古川市斎場） 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第126号 市道路線廃止のこと 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第125号 市道路線認定のこと 可決 ○ ○ ○

○ ○

番　　号 件　　　　　名 結果 創 公 市 維 無

議案第124号
加古川市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例を定める
こと

可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第123号 加古川市空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第122号
加古川市立東加古川駅第一自転車駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例を定めること

可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第121号 加古川市都市公園条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○
○1
×2

議案第120号 加古川市国民健康保険条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第119号 加古川市立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ○
○1
×2

議案第118号 災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○

○ ○

議案第117号
加古川市会計年度任用職員の給与及び報酬等に関する条例の一部を改正する条例を定
めること

可決 ○ ○ ○ ○ ○

議案第116号 加古川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○

議案第115号 加古川市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を定めること 可決 ○ ○ ○ ×
○1
×2

 

　　

◆会派略称及び所属議員 令和５年12月18日現在

◆創生加古川（創） ◆公明党議員団（公）
◆かこがわ

市民クラブ（市）
◆加古川維新の会（維） ◆無会派（無）

※原則として議長は議案の採決に加わらない。

西村雅文・松本裕之・織田正樹・中村亮太 　相良大悟 　山本一郎   柘植厚人

玉川英樹・木谷万里・森田俊和 　小林直樹（議長）

岩本泰典・清水玲子・山本賢吾・藤原繁樹 山﨑兼次・岡田妙子 井上恭子・谷  真康 　橋本　南・落合　誠 ※会派に属さない議員

東田寿啓・藤原みつえ・大野恭平 桃井祥子・白石信一 渡辺征爾・稲次  誠 　中山俊明 立花俊治・橋本和彦
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一 般 質 問 

一般質問では、14人の議員が質問に立ち、各部長から答弁がありました。 

質問議員及び質問項目は次のとおりです。 
 

○橋本 和彦（無会派） 

【一括方式】 

１．「山陽電鉄」と「かこバス」の発着時刻の連

携について 

２．電車の利用者の利用環境の向上について 

３．河川の管理及び事故防止の取組について 

○東田 寿啓（創生加古川） 

【一括方式】 

１．ゼロカーボンシティの実現に向けた取組に

ついて 

○岡田 妙子（公明党議員団） 

【一括方式】 

１．ひきこもり支援について 

２．ひとり暮らしの高齢者の支援について 

○清水 玲子（創生加古川） 

【一括方式】 

１．民生委員が担う活動について 

○立花 俊治（無会派） 

【一括方式】 

１．加古川市お買い物応援ギフトカードについ

て 

２．外国人住民に対する納税通知書等の通知文

書について 

○桃井 祥子（公明党議員団） 

【一括方式】 

１．母と子を守る産後ケア体制の充実について 

○柘植 厚人（無会派） 

【一括方式】 

１．ＰＦＡＳ血中濃度の本格調査及び対策につ

いて 

２．フリースクールに関する経済的支援につい

て

 

○谷  真康（かこがわ市民クラブ） 

【一括方式】 

１．踏切を安全に通行するための対策について 

○落合  誠（加古川維新の会） 

【一括方式】 

１．学校部活動のさらなる充実と地域クラブ活

動等への移行について 

２．学校給食における保護者負担軽減と有機野

菜を取り入れることについて 

○中山 俊明（加古川維新の会） 

【一問一答方式】 

１．加古川駅南口点字ブロック上の駐輪対策に

ついて 

２．市民交流ひろばの利用状況と今後について 

３．わかば教室の現状と今後について 

４．人権アドバイザーについて 

５．ゴミステーションについて 

○織田 正樹（創生加古川） 

【一括方式】 

１．これからの農村地域について 

○大野 恭平（創生加古川） 

【一括方式】 

１．情報発信力の強化について 

○橋本  南（加古川維新の会） 

【一括方式】 

１．本市における公共交通の在り方について 

２．「ゼロカーボンシティ」の取組の推進につい

て 

○井上 恭子（かこがわ市民クラブ） 

【一括方式】 

１．学校給食及び給食施設の在り方について 
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 視察報告                          

市議会の各常任委員会及び議会運営委員会では、他都市の先進的な取組を本市の市政向上に役立

てることを目的に視察しています。 

今月号では、福祉環境常任委員会の視察報告書を要約のうえ掲載します。 

福祉環境常任委員会（日時：令和５年11月６日～８日） 報告者 委員長 木谷 万里 

①福岡県久留米市「公共建築物のＺＥＢ化について」――――――――――――――――――― 

事業の概要 

久留米市は、令和３年にゼロカーボンシティを表明し、2050年まで

にＣＯ２排出量実質ゼロを目指している。平成28年に、地球温暖化対

策や公共施設の老朽化による施設維持費の増加などへの対策として

ＺＥＢ化の検討を開始し、横断的な部局連携によるＺＥＢチームを

編成することで人事異動によるノウハウ消失を防ぎ、継続的に調査

研究を行った。ＺＥＢプランナーと連携し、可能性調査を行い、投

資効果の高い改修プランを検討した結果、現在、３施設のＺＥＢ化

を完了し、さらに３施設で実施中である。久留米市環境部庁舎は、

一般的な技術の組み合わせ（外皮断熱の強化・真空ガラスの導入・

照明のＬＥＤ化・空調設備のダウンサイジングによる省エネ、太陽

光パネルと蓄電池による創エネ）で既存公共建築物として全国初の『ＺＥＢ』（フルゼブ）を実現し

た事例である。 

※ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）：快適な室内空間を実現しながら、省エネと創エネ

により、建物で消費する一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物 

ＺＥＢランク 建物用途 
基準一次エネルギー消費量の削減率 

省エネのみ 創エネ含む 

『ＺＥＢ』（フルゼブ） すべて 50％以上 100％以上 

Nearly ZEB すべて 50％以上 75％以上 

ZEB ready すべて 50％以上 － 

視察を終えての所感 

改修によるＺＥＢ化はコストパフォーマンスが悪いという先入観があったが、部局の垣根を越えた

チーム編成により調査研究を重ね、一般的な技術の組み合わせで可能としたことは素晴らしいと感じ

た。成功の秘訣は、ＺＥＢチームの継続とＺＥＢプランナーの確保である。本市も、第３次加古川市

環境基本計画の目標を達成するための公共施設等脱炭素化方針に基づき、公共施設及び公用車の脱炭

素化を進めていくこととしているが、公共施設等総合管理計画にも組み込み、ライフサイクルコスト

の検討を進める上で、大変参考になる取組であると感じた。 

②長崎県佐世保市「佐世保市子ども育成条例について」―――――――――――――――――――― 

事業の概要 

佐世保市は、平成13年に子どもの育成と教育を活性化するため、

学識経験者・学校関係者・各種団体・一般公募による市民で構成さ

れる「佐世保市の教育を考える市民会議」を設置し、その後５年間

をかけて研究・検討を重ね、平成18年に「子ども育成条例」を全国

に先駆けて制定した。この条例において、市民・保護者・地域・学

久留米市環境部庁舎外観 
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校・企業・市の役割と責任を明確化し、市全体で子どもたちの健全育成に取り組んでいる。全国的に

少子化が進む中、佐世保市の出生率は同規模の中核市の中では高水準で推移しており、令和２年度以

降の待機児童はゼロ、療育にも力を入れている。市民や市内事業者に子育て支援アイデアを募集し、

実現化を支援する奨励金事業や、子ども食堂での食事の提供、学習支援及び居宅訪問を通じて子ども

の状況を把握するなど、見守り体制の強化を実施している。また、子どもの社会参加の促進に関する

取組を進め、令和５年度から、子ども・子育て会議の委員に新たに市内３大学の学生を委嘱し、若者

の意見を施策へ反映させるよう努めている。 

視察を終えての所感 

まちなか（商店街）にある療育センターや、子育て支援アイデアの奨励金制度、居宅訪問で見守り

を継続する要保護児童対策、また、構想段階ではあるが、学校施設を有効活用した子どもの居場所づ

くりは参考になり、本市においても取り入れたい取組である。 

③山口県周南市「もやいネットセンター（福祉総合相談窓口）推進事業について」――――――― 

事業の概要 

周南市では高齢化率が33.5％と高く、2045年には38.8％とさら

に高くなる見通しである。見守りを必要とする高齢者を、全市的

に地域で支え合い、見守りたいとの思いから、平成25年に「もや

いネットセンター」を設置した。（もやいとは、共同で行う・共有

する、という意味であり、もやい結びは一度結ぶとほどけにくい

と言われている。）平成28年に、高齢者だけでなく全ての市民を対

象とした福祉総合相談窓口へ移行し、福祉・生活に関する相談窓

口として、24時間365日、誰でも気軽に相談でき、安否確認等の緊

急対応も実施することで、見守り体制の充実・強化を図っている。

センターには専門職である保健師２名、社会福祉士２名、生活保護ケースワーカー経験者等９名、合

計13名の市職員が在籍しており、休日・夜間は電話相談業務を民間事業者へ委託している。令和４年

度は4,118件の相談実績があり、近年はひきこもりやヤングケアラーなど、重層的な支援が必要なケ

ースが増えている。警察・社会福祉協議会・市の３者における見守り協定の締結を皮切りに、「もや

いネット支援事業者」として、民間事業者等72者と協定を締結し、地域住民の日常生活における異変

を市へ情報提供するシステムを構築しており、令和４年度は155件の情報提供があった。高齢者等の

見守り活動拠点である「もやいネット地区ステーション」を市内31地区に設置し、「地域福祉コーデ

ィネーター」を配置することにより、安否確認や地域課題の早期発見、孤独感の防止の役割を担って

いる。「もやい徘徊ネットワーク」において、認知症の高齢者が徘徊等で行方不明になったときや、

身元がわからない人が保護されたときに、市民約8,000人が登録している「しゅうなんメールサービ

ス」にて情報を一斉配信し、速やかに身元の確認を行っている。地域の助け合い活動により人と人と

のつながりを強め、見守り以外の助け合いのネットワークへ発展していくことで、地域包括ケアシス

テムの構築を目指している。 

視察を終えての所感 

本市でも、総合相談窓口や重層的支援体制整備事業の構築を進めていくことが示されており、大変

参考になった。特に見守りの仕組みにおいて、日常生活圏域を小学校区にしている点や、「もやいネ

ット地区ステーション」の取組は素晴らしいと感じた。本市のささえあい協議会は中学校区であり、

地域によって取組に大きな差が生じているため、課題解決には、専門性のある人材の確保など、財政

的な支援が必要ではないかと考える。 
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 条例・補正予算など議案の審査、所管事務に関する調査を行いました。付託案件審査を除く

内容は次のとおりです。 

■総務教育常任委員会 （12月６日開催）                       

所管事務に関する調査（報告事項） 

〔教育委員会〕 

◇令和６年加古川市はたちの集いについて 

■福祉環境常任委員会 （12月７日開催）                       

所管事務に関する調査（報告事項） 

〔こども部〕 

◇加古川市立就学前教育・保育施設再編計画の策定について 

〔市民協働部〕 

◇「書かないワンストップ窓口」の拡充について 

◇町内会長・自治会長アンケート調査の実施結果について 

所管事務に関する調査（質問事項） 

〔福祉部〕 

◇お買い物応援ギフトカードについて 

■建設経済常任委員会 （12月８日開催）                      

所管事務に関する調査（報告事項） 

〔産業経済部〕 

◇第５２回加古川まつり花火大会の実施結果について 

■■■■■■■■■■■■■■ 議 会 の う ご き ■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 ―令和６年１月の常任委員会開催予定― 

月日(曜日） 日  程 

１月17日（水） 

18日（木） 

19日（金） 

総務教育常任委員会 

福祉環境常任委員会 

建設経済常任委員会 

※開会時刻はいずれの日も午前９時30分の予定です。 

 

 

 

各常任委員会を開催しました 

 

市議会インターネット映像配信をしています 

令和３年第２回定例会から令和５年第５回定例会までの録画映像をご覧いただけます。

ぜひご覧ください。 

ＵＲＬ：http://www.kensakusystem.jp/kakogawa-vod/index.html   
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